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1．はじめに
　幸福とは何か。それは人の価値観によって決定づけられる。何に幸福を感じ、また何に
不幸を感じるかはその人の価値観による。しかし、個人が完全に独立した価値観を所有し
ているわけではない。その価値観を生み出しているのは個人が属している社会、文化であ
る。この点を踏まえれば、価値観とは個人が所有しているとともに一文化内で共有されて
いるものと言うことができる。ゆえに、幸福を軸に異なる文化を比較すれば、その文化が
持つ幸福に関する傾向が明らかになると考えられる。大石（2009）は、幸福とはヨーロッ
パ系アメリカ人にとって興奮することや心が浮き立つことであるのに対し、アジア系アメ
リカ人や中国人には穏やかさやリラックスを意味することを指摘している。
　近年、様々な調査による世界の幸福度ランキングで日本の幸福度の低さが指摘されるこ
とが多い。幸福度を住環境や労働時間といった社会的な尺度で計る調査もあるが、本論で
は主観的幸福度を軸に考察していく。「あなたは今幸せですか？」といった質問を投げか
けることで、感情的な面で幸福を計る主観的幸福度ならば、価値観の異なる文化間での比
較が可能になる。主観的幸福度を用いることによって、日本の幸福がどのような価値観に
左右されているのかを考察していく。
2．日本の幸福を取り巻く現状
　2─1．先進国の中でも幸福度の低い日本
　世界各国の幸福度を調査した大規模なものとして、世界価値観調査（World Value 
Survey）がある。2005年に実施された最新の調査では、日本は 57カ国中 24位であった。
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2000年に行われた調査での 60カ国中 35位という順位よりもいくらか上昇しているが、
先進国の中での順位は決して高くない。大竹・白石・筒井（2010）によれば、生活の満足
度に関しても国内で行われている複数の調査を比較した場合、「満足だ」と答える人がお
おむね 5～6割という水準であり、国際的に見て低い数値だとしている。日本政府も低い
幸福度への対応を始め、2010年 6月 18日に内閣府によって「幸福度に関する研究会」が
組織された。これは不幸を感じる国民を減らすことを目的としている。このように、日本
は社会的にも成熟した先進国であるにも関わらず幸福度が低いと考えられている。しか
し、国際的な比較で日本の幸福度を語るのには注意が必要である。先述したように、何を
以て幸福な状態とするかは各文化で異なり、日本にも日本独自の幸福観が存在するはずで
ある。
　2012年 3月 1日から 3月 16日の間、内閣府経済社会総合研究所によって 10440人に対
して生活の質に関する調査が行われた。調査は、調査員が調査票を各家庭に配布し回収す
る訪問留置法で行われた。その中で理想の幸福観を問う設問があった。0点を不幸せだけ
を感じている状態、10点を幸せだけを感じている状態とした 10段階で理想の幸福度を聞
いたところ、理想の幸福度の平均は 7.2という数字であった。同調査での現状の幸福度の
平均値は 6.6であり、理想の幸福度は現状の幸福度を上回っているもののそれが著しく高
い数値でないというのは注目すべき点である。この調査ではその回答の理由までは尋ねて
いないが、理想の幸福度を低く見積もる理由として、集団主義における幸福の限定性と失
敗への着目が考えられる。Foster（1965）によれば、集団主義社会では「よいことには限
りがある」という概念が用いられる。誰かが「よいこと」を得ることは、限りある「よい
こと」を消費していることになる。トリアンディス（2002）は「宝くじに当たるというよ
うな偶然に起こる出来事が外集団に起こったときでさえ、内集団はそれを不愉快に思う」
（p. 80）と述べている。過度に幸せになるということは、身内にとっては喜ばしい出来事
ではあってもそれを囲む社会から見れば異常な状態なのである。それは調和の取れていな
い状態であるとともに、集団主義社会から浮き上がり批判的な眼差しを浴びることになり
かねない。波風を立てない「ほどほどの状態」を望む気持ちが、理想の幸福度の値を下げ
ていると考えられる。
　またトリアンディス（2002）によれば、集団主義社会である日本は成功よりも失敗に着
目する社会である。つまり、できることよりも達成できないことを意識する傾向がある。
たとえば、簡単な英会話ができても「英語は話せません」と答える人が多いのも、自分の
できない面に注目しているからである。主観的幸福度は今置かれた環境に幸福な面をどれ
だけ見いだすか、また不幸な面をどれだけ見いだすかで決定される。理想の幸福度で 7割
程度の回答が多くなるのも、環境から不幸な面を見いだそうとする文化的特質が関わって
いると考えられる。
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　2─2．加齢に伴う幸福度の低下
　日本の特徴的な幸福の状況として、大竹（2010）は幸福度と年齢が U字のカーブを描
かないことを指摘している。アメリカと日本の幸福度を比較した内閣府の調査でも、同様
の現象が見られる（図 1）。
　大竹・白石・筒井（2010）は、世界的に見ても幸福度と年齢は U字のカーブを描くと
している。多くの場合、20代から 30代の青年層の幸福度は高く年齢が上がるにつれて幸
福度は下がっていく。その後、60代から 70代になると幸福度は上昇していく。40代や
50代の中年層が最も幸福度が低くなり、幸福度は年齢に対して U字を描くのだ。これは
中年になるにつれて自分の人生が定まり、若いころの野心を叶えられないようになるため
幸福度が下がるが、老年になるとその現状を受け入れるようになり、残りの人生を楽しく
過ごそうと意識が変わってくるからだと言われている。しかし、日本の幸福度は加齢とと
もに下がっていく。この原因として、日本が持つ幸福像への変化を指摘したい。
　『平成 21年度国民生活選好度調査の概要』の「幸福度を判断する際、重視した事項」を
見ると、その回答が世代毎に大きく異なることが分かる。30～ 70歳以上では、「健康状
況」や「家族関係」が重視されている。一方、15～29歳の回答では、「自由な時間・充実
した余暇」「友人関係」が上位を占めている。また、この 2つを重要視しているのは全年
齢層の中で 15～29歳だけというのも特徴的である。「幸福感を高めるのに有効な手立て」
という質問では、15～29歳の若年層だけが「友人や仲間との助け合い」を強く支持して
いる。年齢別の回答を見ただけでは、それが年齢による違いなのか世代による違いなのか
は判別できない。どの時代であっても、若者は家族との繋がりよりも友人関係を重視する
傾向があるとも考えられるからである。そこで、若者の持っている幸福像が年齢ではなく
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世代に準ずるものだということを明らかにしていく。若者世代が持つ幸福像は、日本にお
ける価値観の変化に敏感に反応して形成されるものであると推測し、継続的に行われてい
る国民の意識を計る調査結果の分析から、価値観の変容を考察する。
3．日本の幸福にたいする価値観の変容
　3─1．人とのつながり
　NHKは 1973年から 5年ごとに日本人の意識についての調査を行っている。最新の調査
結果は 2008年のものであり、35年に及ぶ日本人の意識の変化を知ることができる。
「日々の生活目標」という設問にたいしての回答は、「≪快志向≫＝その日その日を、自由
に楽しく過ごす」「≪利志向≫＝しっかりと計画をたてて、豊かな生活を築く」「≪愛志
向≫＝身近な人たちと、なごやかな毎日を送る」「≪正志向≫＝みんなと力を合わせて、
世の中をよくする」の 4つがある。この中で唯一≪愛志向≫だけが上昇を続けている。
1973年時には 31％だった割合が徐々に上がっていき、2008年では 45％に達している。こ
れは、4つの選択肢の中で最も支持されている回答である。調査が開始された 1973年の
時のみ≪利志向≫が≪愛志向≫を上回っているが、≪利志向≫は 1978年以降下降を続け
ている。今持っている関係を大切にし、穏やかな日々を送りたいという気持ちが強まって
いることが分かる。
　同時に、理想の老後の生き方も変化してきている。1973年時の上位 3つの生き方は、
上から「子どもや孫といっしょに、なごやかに暮らす」「できるだけ自分の仕事を持ち続
ける」「自分の趣味をもち、のんびりと余生を送る」であった。このうち、「自分の趣味を
もち、のんびりと余生を送る」だけが上昇を続け、1993年からは最も支持される回答に
なっている。2008年の調査で分かった理想の老後は、上から「自分の趣味をもち、のん
びりと余生を送る」、「子どもや孫といっしょに、なごやかに暮らす」、「夫婦 2人で、むつ
まじく暮らす」となっている。「子どもや孫といっしょに、なごやかに暮らす」という生
き方は、以前よりも支持されていない。これは、そうした生活を求めないという意思表示
であると同時に、そうした生活を送りたくても送れないという大家族的な環境が作りにく
い社会を反映しているとも言える。「自分の趣味をもち、のんびりと余生を送る」という
回答が上昇しているのも、家族とともに過ごす老後を諦め自分の好きなことで充実感を得
ようとしているからだと考えられる。
　また、「将来の過ごし方」という設問では、調査開始当時から現在まで「好きなことを
して楽しむ」が 30％後半で 1位を維持している。2位は 1998年までは「知識を身につけ
たり、心を豊かにする」だったのが、次の 2003年から「友人や家族との結びつきを深め
る」がそれに取って代わるようになる。これは、家族と友人との結びつきが同じ回答に属
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してはいるものの、人とのつながりを求める気持ちが高まっていることを示唆していると
考えられる。全体として、大家族的な生活を諦めつつも、家族も含めた周りの人とのつな
がりを求める傾向が見られる。また、「未来ではこうしていきたい」という変化を伴った
望みを持つのではなく、今の関係や環境を維持ないしは強化していきたいという意思も見
て取れる。
　3─2．役割の強制
　日本では「仕事」や「縁」、そして「世間」が強制力を持ち、個人の生き方に強い影響
を及ぼしていた。これらは、宗教的力と言い換えてもよいだろう。ここで言う宗教的力と
は、自分の行動や生き方を外部から強制してくる力のことである。Diener（1999）は、信
仰心のある者のほうが信仰心のない者より幸福度が高いことを指摘している。大竹
（2010）も、日本で行われた調査から信仰心の篤い者が無信仰の者に比べて幸福度が高く
なることを明らかにしている。自分の行動の選択肢が減り、生活が制限されるのに幸福度
が上がるというのは一見奇妙にも思える。しかし、宗教は人々に役割や生きる意味を与え
てくれる。宗教が生き方を規定し信仰者がそれを実践できれば、「与えられた役割をこな
している」という意識を持つことができる。この自己承認こそが、幸福度を上げているの
ではないだろうか。終身雇用制度は、会社に身を捧げる代わりに会社がその人生を保証し
てくれるというものであった。「会社に骨を埋める」という言葉はそれを象徴している。
このような価値観が力を持っていた時代は、会社に入って定年まで働くことは幸福な人生
を約束するものであった。敷かれたレールに乗ることは幸せになることを約束していたの
である。自分の人生、未来を固定されることは、様々な可能性を減らすと同時に「こうし
て生きていけばいい」という役割や承認を与えてくれるものであった。かつて地域縁や家
族縁は強く、個人の生き方はそれに大きく影響を受けていた。たとえば「男は仕事、女は
家事」という価値観が日本には長くあり、世間もそれを奨励、むしろ強制していた。これ
は各人の生き方を限定するが、この価値観が強力な社会では夫婦がそれぞれの役割をこな
すことで「正しい生き方をしている」という自己承認を得ることができたのである。
　3─3.　役割の消失と幸せ探し
　現在、少子高齢化や不況により終身雇用制度は崩壊しつつあり、従業員が会社に求める
ものも変わってきている。NHKの行った日本人の意識を探る調査では、調査が始まった
1973年の同僚との望む付き合い方は「なにかにつけ相談したり、助け合えるようなつき
あい」であった。家族的な関係を求めるこの回答は、59.4％という過半数を越える支持を
得ていた。しかし、その後は下降を続け、逆に上昇を続けていた「仕事が終わってから
も、話し合ったり遊んだりするつきあい」という回答が 1998年からは最も支持を得るよ
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うになる。同様の現象は近隣との理想の人間関係を問う設問にも見て取れる。「なにかに
つけ相談したり、助け合えるようなつきあい」は下降を続け、「あまり堅苦しくなく話し
合えるようなつきあい」、「会ったときに、あいさつする程度のつきあい」が上昇を続けて
いる。2010年に NHKが作った無縁社会という造語が日本に広まったように、日本人を縛
っていた縁という鎖はその力を失いつつある。
　人々は自由になった。しかし、選択肢で溢れる社会はロールモデルの増加ではなく消失
を意味する。「これに乗れば幸福へとたどり着く」と言われるレールは、それに乗ること
自体が幸せになることを意味した。しかし、1つないし少数だったレールが無数に増える
ことは、そのレールの絶対性を消失させる。自由になることは役割をなくすことを意味
し、今まで持っていた幸福像を失うのと同じであった。幸福像を消失した日本で起きたの
は、幸せ探しである。日本では近年「幸福」がブームである。2011年 11月、幸福度が高
いことで有名なブータンの国王が来日した際には、各メディアが競ってそれを報じた。出
版界でも、幸せに関する本は軒並み増えている。国立国会図書館でタイトルに「幸せ」を
含む書籍を検索すると、2000年から発刊数が上昇していることが分かる（図 2）。
　会社に従う、また世間の意向に沿うというレールに乗ることが幸せを意味していた時代
は、人々が求めていたのは幸せになることではなくレールに乗ることであった。そこでは
わざわざ「幸福とは何か」を問う必要はなかった。しかしそのレールが消えたことで、私
たちは幸福を真正面から考える必要に迫られたのである。
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図 2　タイトルに「幸せ」を含む本の出版状況
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4．垂直的集団主義から水平的集団主義へ
　4─1．協調の強化
　乗るべきレール、つまり幸福像を始めから持たない若者は、現状の中から幸福を見いだ
すようになる。若者が現状から見いだす幸福像を知るためには、まず日本の現状を捉える
必要がある。日本から宗教的力が消えつつあることを指摘したが、これは一見日本の集団
主義的な力が弱まり個人主義的な意識が強まっているように思われる。確かに集団主義で
は「こうあるべき」という規範、責務が重視されるが、日本の土台となっていた集団主義
が個人主義に取って代わられたわけではない。むしろ、日本の集団主義的側面が増してい
っている例もある。統計数理研究所が行った『日本人の国民性調査』での「大切な道徳」
を聞く項目では、「親孝行をすること」「恩返しをすること」「個人の権利を尊重すること」
「自由を尊重すること」の中から大切にしたい道徳を 2つを回答者に選択させた。1963年
には権利尊重と自由尊重が最も高かったのに対し、それらは徐々に下降していき、2008
年の調査ではすでに親孝行と恩返しが上位となっている。これらの現象は、集団主義をさ
らに垂直と水平という項目で見ることによって説明がつく。垂直的集団主義には、「内集
団に仕えるという感覚や内集団の利益のために犠牲になるという感覚、義務で行うという
感覚」（トリアンディス，2002，p. 46）がある。また、垂直的次元には不平等が認められ
地位に特権が認められている。一方水平的集団主義では、社会的連帯の感覚や内集団成員
との一体感がある。共同体という意識が共有されているのである。「日本は、水平的個人
主義が 20％、垂直的個人主義が 5％、水平的集団主義が 25％、垂直的集団主義が 50％と
いったプロファイルを示すかもしれない。」（トリアンディス，2002，p. 50）と言われて
いることから、垂直的集団主義が薄れ水平的集団主義が増しているのが分かる。次に、日
本の垂直的集団主義の弱まりと水平的集団主義の強まりの背景を考察していく。
　4─2．権威と責務の喪失
　まず、垂直的集団主義の希薄化を見ていく。集団主義では内集団の面子や権威が保たれ
るためなら、うそをつくことが容認される傾向がある。これは垂直的側面である。統計数
理研究所による『日本人の国民性調査』の中で、「『先生が何か悪いことをした』というよ
うな話を、子供が聞いてきて、親にたずねたとき、親はそれがほんとうであることを知っ
ている場合、子供には『そんなことはない』といった方がよいと思いますか、それとも
『それはほんとうだ』といった方がよいと思いますか？」という特徴的な質問がある。
1953年から設けられたこの項目は、はじめは「そんなことはない」と「ほんとうだとい
う」が 38％と 42％という割合で大差はなかった。しかし次第にその差は開いていき、
2008年には 21％と 63％という差をつけて「ほんとうだという」が支持を得るようになっ
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た。これは日本で権威を重視しなくなった場合と、教師に権威を認めなくなった場合の 2
つが考えられる。ただどちらにせよ、権威の持つ力、もしくは範囲が縮小していることを
示している。また、自分が会社の社長の時に入社試験で 1番を取った他人と 2番を取った
恩人の子のどちらを採用するか、という設問でも、1983年には他人を採る選択と恩人の
子を採る選択がほぼ同じだったものの、その差は開いていき 2008年には 1番の人を採る
ことを選んだ人が 58％、恩人の子を採る人が 36％という結果になった。公平さが重視さ
れるようになってきているのである。さらに、『日本人の意識』調査で聞かれた「理想の
家庭」では権威や責務の消失が顕著である。質問では 4パターンの家庭像が用意され、回
答者はその中から理想の家庭を選択する。1973年の調査開始時に最も支持を得ていたの
は「父親は仕事に力を注ぎ、母親は任された家庭をしっかりと守っている」という家庭像
であった。しかし、2008年にはすでにその家庭像は最も支持を得なくなっており、調査
開始時には 3番目に支持されていた「父親はなにかと家庭のことにも気をつかい、母親も
暖かい家庭づくりに専念している」が最も支持されるようになる。この結果に、「男（夫）
と女（妻）はこうあるべき」という役割の崩壊が見て取れる。
　4─3.　同調意識の強化
　次に、水平的集団主義の強化について考察する。先述した国民生活選好度調査の、若者
が幸福になる手立てとして「友人や仲間との助け合い」を挙げているという結果や、『日
本人の意識』調査から判明した「≪愛志向≫＝身近な人たちと、なごやかな毎日を送る」
の上昇なども、水平的集団主義の強まりと言えよう。また、今の若者世代は水平的集団主
義を特に強めていることを示す調査結果がある。『日本人の国民性調査』では「日本と個
人の幸福」という設問があり、「個人が幸福になって、はじめて日本全体がよくなる」「日
本がよくなって、はじめて個人が幸福になる」「日本がよくなることも、個人が幸福にな
ることも同じである」の 3つの選択肢がある。この設問に対する 20代の回答の推移を見
てみると、1998年には「個人が幸福になって、はじめて日本全体がよくなる」が 40％の
支持で最も高かったが、2008年では 25％に落ち、「日本がよくなって、はじめて個人が幸
福になる」が 27％、「日本がよくなることも、個人が幸福になることも同じである」が
44％の高い支持を得ている。これは、水平的集団主義の特徴である社会的連帯や一体感が
強く増していることを意味していると考えられる。
5．「未来のための今」から「今のための今」へ
　5─1.　縁の解体と再構築
　欧米化、延いてはグローバル化により個人主義的な風潮が日本に入ってきた。また、不
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況や少子高齢化による終身雇用制度の崩壊、地域社会の衰退によって日本社会で個人を縛
っていたものはその力を弱めた。しかし、元来集団主義社会であった日本は個人主義をそ
のまま迎え入れるのではなく、それによって生まれたほころびを集団主義的な部分で補完
した。つまり、垂直的集団主義の弱まりが水平的集団主義を強化したのである。強制的な
「縛り」が消えてしまった日本人は、自らそれを求めるようになる。「縛り」の消えた社会
で希求された人との縁は、「縛り」よりも弱い友人関係といった「繋がり」となって現れ
たのである。上野（2006）は、無縁社会を選択縁社会と呼び換えている。絶対的だった家
族や世間の縁が薄れる代わりに、私たちは誰と繋がるかを選択できるようになったのであ
る。選択縁の特徴として、「加入・脱退の自由」と「部分的従属」が挙げられる。これは、
今の繋がりが嫌ならば別の繋がりへと移り、繋がりがある集団とも運命を共にするわけで
はないという意識を指す。
　5─2.　生き方を失った大人と生き方を持たない若者
　「これに乗ればいい」というレールのない世界に生まれた若者は、この水平的社会の現
状から幸福を見いだしていく。ゆえに、「友人や仲間との助け合い」が若者の幸福度を高
める手立てとして最も支持されるのである。若者が現状から幸福を見いだすのに対し、一
度役割を得た中年から老年層は役割の喪失に苦しむ。4節で述べたように、「こうあるべ
き」というロールモデルは消えつつある。水平的集団主義社会に生まれた若者にとって縁
とは「選択」するものであるのが当然だが、若者より上の世代にとって縛りであった縁が
ほどけるのは無縁社会に他ならない。アイエンガー（2010）は、日本人は欧米人に比べ自
分で決定するのを避け、物事を誰かに決定されたがっていると指摘している。誰かに行動
を決めてもらう方が楽で心地よいのだ。日本人にとって、外部から決定された生き方を途
中でなくすことは苦難を強いられることなのである。これが、今の日本の幸福度が年齢に
沿って下降していく原因である。幸福は感情的なものであり、過去でも未来でもなく
「今」の状態をどう評価するかにかかっている。会社や世間が拘束力を持っていた頃、
人々は未来指向のレールに乗ることによって「未来のための今」に幸福を感じていた。し
かし、そのレールがなくなった今、若者の視点は未来ではなく今の状況に注がれ「今のた
めの今」に幸福を感じているのである。
6．おわりに
　中年から老年層の不幸は、与えられていた役割を途中で剥奪されてしまったことであ
る。また「縁（縛り）のある社会が当然だ」という価値観を長く持っていた者にとって、
選択縁は無縁と変わらない。ゆえに、退職という形でレールを降りた老年層も、当然であ
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った価値観を共有できずに苦しむ。大人は幸福を喪失したが、若者はその幸福が不在な中
に生まれた。それは若者にとって「幸福な」出来事であった。彼らは現状に見いだした
「今のための今」に幸福を感じている。しかし、ただ幸福を満喫しているわけではなく、
若者は非常に現実的な視点も持っている。『平成 24年度生活の質に関する調査』では、
「世の中には偽善者が多い」や「孤独感を覚える」という回答は 10代～ 20代で最も高い。
それでも、同調査で聞かれた「現在の幸福度」においても 10代～ 20代が上位なのであ
る。若者は、辛い現状を認めた上でその中に幸福を見いだしていると言えよう。
　そして、ここに来てまた新たな価値観の変化が現れ始めている。2012年の『男女共同
参画社会に関する世論調査』では、「夫は外で働き，妻は家庭を守るべきである」という
考え方について、調査開始以来初めてどの世代でも賛成が反対を上回り、51.6％の過半数
を得た。背景には東日本大震災の衝撃が考えられる。想像だにしなかった震災は、幸福観
とともに浸れる「今」を大きく揺るがした。安定した環境の中ではゆるい「繋がり」が求
められたが、何が起こるか分からない不安定な状況下ではより強い人間関係が必要とされ
る。財団法人日本漢字能力検定協会による、2011年の「今年の漢字」は「絆」であった。
「夫は外で働き，妻は家庭を守るべきである」という質問に賛成の回答が増えたのも、今
までよりも強い家族縁を求めているからだと言える。同時にそれは、「こうあるべき」と
いう生き方の強制を復活させることに繋がる。自分の人生に確定的な役割や承認を与える
ことは、不安定な社会を生きていく上での大きな拠り所となる。
　社会が用意してくれていたレールはもうない。しかし、もはや「今のための今」に幸福
を感じ続けるのも難しい。震災は「今」が絶対的なものではないことを私たちに意識づけ
た。今後この状況への対応として考えられるのが、自らレールを引き、その上に乗って未
来へ進むことに幸福を感じるという姿勢だ。「こうあるべき」という強制を自分に与える
のは、社会ではなく自分自身である。その「あるべき姿」を持つことで、喪失していた人
生の役割を創造できるようになる。不安定な「今」を乗り越えるため、日本人は「今のた
めの未来」を造り出しているのである。
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